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平成30年度主な施策の実施状況 主な推進指標の達成状況等 令和元年度の主な取組
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◎震災後，アグリビジネス経営体数，農業法人数ともに増加アグリビジネスに取り組む経営体へ経営発展段階に応じた経営者養成
講座を開催した。

６次産業化等のアグリビジネスを推進するととも
に，企業と連携した商品開発等や必要な機械・施設
の整備を支援する。
【アグリビジネス経営確立支援事業，企業との連携
　による６次産業化支援強化事業】

農業者の抱える様々な経営課題に対応するため，
「宮城県農業経営相談所」の支援による農業経営の
法人化や，民間専門家と連携した伴走型支援等によ
る農業経営の高度化を推進する。
【農業経営者総合サポート事業，農業法人経営安定
　化ハンズオン支援モデル事業】

農業関係機関の連携の下，宮城県農業経営相談所を設置し，農業経営
の法人化や次世代への継承等を促進するため個別経営改善を支援し
た。

震災後設立された大規模経営体を中心に，民間専門家と連携した伴走
型支援を実施した。

地域農業の中核となる認定農業者・組織経営体への経営発展への支援
や，新規就農者の確保・育成に向けた相談会や研修などの開催，企業
の農業参入を推進した。

女性農業者の活躍機会の拡大を図るため，次世代の
リーダー育成や女性農業者同士の連携促進，新たな
取組による経営の多角化，働きやすい就業環境整備
などを支援する。
【みやぎの女性農業者ステップアップ応援事業】

次代の担い手である優れた青年農業者等の確保・育
成を図るため，研修等の相談から就農までの一貫し
た支援体制の整備を進め，円滑に就農できる環境を
整備する。
【青年農業者育成確保推進事業】

平成30年度主な施策の実施状況 主な推進指標の達成状況等 令和元年度の主な取組
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◎農業法人等のGAPへの取組が増加

◎農業体験等の学習に取り組む小中学校の割合が増加

農業法人や生産組織等を対象にGAP導入を支援す
るとともに，GAP指導員を育成する。
【GAP認証取得推進事業】

畜産物の生産段階における「飼養衛生管理基準」の
周知徹底及び家畜伝染病の発生予防とまん延防止を
推進する。
【家畜衛生対策事業，家畜伝染病予防事業】

農畜産物の放射性物質検査を実施し，県産農産物の
安全性確保に努める。
【県産農林水産物放射性物質対策事業】

農業生産工程管理（GAP）実践普及拡大に向け，生産者及びＪＡ等を
対象とした研修会を開催した。また，農産物の放射性物質検査等を実
施し定期的に公表した。

小中学校が行う農業体験学習支援や高校生地産地消お弁当コンテス
ト，食材王国みやぎ「伝え人」等を活用した食育の取組を支援した。

「食材王国みやぎ地産地消の日」の周知，高校生地
産地消お弁当コンテストの開催，地産地消推進店と
の連携等により，全県的な地産地消の取組を推進す
る。
【食育・地産地消推進事業】

みやぎ食と農の県民条例基本計画の推進に向けた

平成30年度事業の実施状況及び令和元年度の主な取組（概要版）
資料２

Ⅰ 消費者が求める安全・安心な食料の安定供給

環境生活農林水産委員会配布資料

令和元年８月２１日

農 政 部

Ⅱ マーケットインによる競争力と個性のある農業の持続的な発展

目標値 ： １００％

平成２７年度 ７１．２％ →平成２９年度 ８２．4％

農業高校でのJGAP取得に向けた

取組の現地研修 高校生地産地消

お弁当コンテスト

FOODEXJAPAN2019

宮城県ブース

専門家派遣(社会保険労務士)に

よる支援
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ほ場の大区画化，水田の汎用化等の整備を実施するとともに，農地中
間管理機構の機能強化による担い手への農地集積を推進した。また，
耕作放棄地解消に向けた事業活用の促進を図った。

新品種「だて正夢」の本格デビューのプロモーションを展開。食味レ
ベルアップ重点技術対策の継続的な取組により，食味ランキングにお
いて「ひとめぼれ」「ササニシキ」「つや姫」の３品種で「特Ａ」評
価を獲得した。

令和元年度の主な取組
農地の利用集積による経営基盤の強化を図るため，
農地の大区画化・水田の汎用化に向けたほ場整備を
推進するとともに，被災農地の早期復旧を促進す
る。
【農地整備事業】

集落・地域での話し合いに基づき，地域の中心とな
る経営体や農業の将来の在り方等を定めた「人・農
地プラン」の作成やその実質化に向けた取組を支援
する。
【人・農地プラン推進事業】

平成30年度主な施策の実施状況 主な推進指標の達成状況等
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県育成いちご新品種「にこにこベリー」が本格デ
ビューすることから，生産体制の強化とプロモー
ションによる認知度向上を図る。
【県育成いちご新品種「にこにこベリー」展開事
　業】

需要に対応した高品質麦・大豆の生産供給体制の構
築を図るとともに，消費拡大への取組強化など需要
拡大を推進する。
【売れるみやぎの麦・大豆生産拡大事業】

水田フル活用と所得向上のため，飼料用米の多収品
種の作付拡大に向けた種子確保や地域内における利
用を促進する。
【飼料用米利用促進事業】

みやぎ園芸特産振興戦略プランに掲げる目標の実現
に向け，「先進的技術を導入した施設園芸」と「収
益性の高い土地利用型露地園芸」を推進する。
【園芸振興戦略総合対策事業，次世代施設園芸地域
　展開促進事業】

◎先進的園芸経営体は増加

◎水田のほ場整備（20a以上の汎用化水田）は，概ね目標
どおりに実施，中間管理事業の取組の進捗により集積率は
増加

農地中間管理事業により担い手への農地集積・集約
を促進する。
【農地中間管理事業】

「みやぎ米ブランド化戦略」に基づき，平成30年
に本格デビューした新品種「だて正夢」の生産対策
やプロモーション・販売対策を実践することによ
り，「金のいぶき」，「ひとめぼれ」，「ササニシ
キ」と合わせた，「みやぎ米」全体の評価向上を図
る。
【宮城米新品種ブランド力強化事業】

米政策改革の着実な推進に向け設定した主食用米の
「生産の目安」に基づき，各地域において需要に応
じた生産を支援する。
【経営所得安定対策等推進事業】

水田をフルに活用し，米態様の転作作物である飼料用米，加工用米及
び輸出用米等の作付を推進するため「平成３０年度宮城県水田農業推
進方針」及び「宮城県水田フル活用ビジョン」を策定し，作物別生産
目標の達成に向け，各地域農業再生協議会との連携を強化し，一丸と
なって推進した。

園芸重点品目を中心とした産地づくり支援や県内外での県産品のPRを
実施した。また，関係機関との連携による重点支援経営体への技術指
導やいちご・トマトネットワーク活動の展開により，先進的園芸経営
体を支援した。

「だて正夢」・「金のいぶき」栽培

塾（現地検討会）

農地集約化に向けた話し合い

六本木ヒルズアリーナでの

本格デビューイベント

大区画ほ場整備（蕪栗沼地区）

環境制御技術者育成研修会 加工・業務用野菜現地研修会

（ばれいしょの機械収穫）
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県有基幹種雄牛「茂洋美」・「洋糸波」・「茂福
久」号を活用した質・量ともに優れた生産性の高い
肉用牛づくりを推進し，「仙台牛」のブランド確立
を推進する。
【みやぎの優良肉用牛生産振興対策事業，みやぎの
　肉用牛イメージアップ事業】

好成績を収めた宮城全共に続き，次回全共において
も継続して上位入賞を果たすため，出品条件に合う
優れた出品候補牛の確保等を推進する。
【第１２回鹿児島全共出品対策事業】

仙台牛生産の基礎となる子牛生産基盤の強化と生産
性向上を図るため，優良雌子牛の県内保留を支援
し，肉用牛の復興と経営の規模拡大を推進する。
【みやぎの子牛生産基盤復興支援事業】

令和元年度の主な取組

◎県種雄牛産子の県内子牛市場上場頭数割合は堅調に推移
県内に優良雌牛群を整備するため優良雌子牛の導入・保留の推進や受
精卵移植技術を活用した牛群整備をはじめ，県有基幹種雄牛「茂福
久」号等を活用した質・量ともに優れた生産性の高い肉用牛づくりを
推進し，「仙台牛」のブランド確立に努めた。

平成30年度主な施策の実施状況 主な推進指標の達成状況等
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◎製造品出荷額（食料品製造業）は目標を達成

水稲新品種「だて正夢」の栽培法や，機能性表示販売に好適なルテイ
ン含有量の多いホウレンソウの栽培法など，水田農業，園芸，畜産分
野において９の普及技術を開発した。

大規模土地利用型経営体で，収量・食味コンバインによるデータの活
用やドローンを利用したセンシングによる生育状況の把握の展示，実
証を行い，効率化，省力化の取組を推進した。

農業者や食料品製造業者を対象に，商談機会の創出，県外５会場で開
催した物産展等を通じた県産品の国内での販路回復・拡大支援を行う
とともに，農林水産物の輸出基幹品目について，海外での販売開拓の
取組を支援した。

県産食材のブランド化に取り組む生産者等への支
援，首都圏での「食材王国みやぎフェア」の開催
等，県産ブランド確立に向けた取組を支援する。
【県産ブランド品確立支援事業】

「宮城県農林水産物等輸出促進戦略」に基づき，海
外での商談会の開催協力，物産展の開催，海外バイ
ヤーの招へい等により，高品質な県産食品の輸出を
促進する。
【輸出基幹品目販路開拓事業，県産食品海外ビジネ
　スマッチングサポート事業】

被災地を新たな食料基地として再生させるため，試
験研究機関や民間企業に蓄積されている先端技術の
研究成果を現地普及させるため，現地実証や研修会
等を開催する。
【食料生産地域再生のための先端技術展開事業】

ＩＣＴ等を活用した「スマート農業」の先端技術に
よる超省力・高品質生産の展示・実証を行い，経営
の効率化・高度化を推進する。
【スマート農業実証モデル推進事業】

スーパーマーケットトレードショー宮城県ブース

宮城県の物産と観光展（名古屋市）

における仙台牛フェアの開催
霜降り度合を示す値が日本一の

「茂福久」号

ドローンを活用した水稲生育診断画像

首都圏実需者の生産地視察
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平成30年度主な施策の実施状況 主な推進指標の達成状況等

地域住民が一体となった地域資源の保全活動に対する交付金等の支
援，農林漁家レストランや直売施設等の交流施設の支援，「田んぼの
学校」や小学校の総合学習支援等による多面的機能への県民理解醸成
等を推進した。

みやぎの環境にやさしい農業の推進に向け生産者交流会，園芸研修
会，消費者交流会，ＰＲ販売会を開催により，環境保全型農業に対す
る理解啓発活動を実施した。

市町村等が実施する侵入防止柵の設置や有害鳥獣捕獲活動等の取組の
ほか，集落ぐるみの鳥獣被害対策等により地域における被害対策を支
援した。
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◎農産物直売所の推定売上額は増加傾向
農産物直売所に対して，商品の製造・販売に係る機械等の整備や，専
門アドバイザー派遣等による商品力・販売力の向上を支援した。

援農ボランティア，森林整備・資源活用ボランティア受入支援等によ
り農村活性化を支援した。
農業用施設の老朽化による災害被害を防止するため，ため池の整備や
用排水施設等の整備を行ったほか，農村生活環境の改善のための集落
排水整備を実施した。

平成30年度主な施策の実施状況 主な推進指標の達成状況等 令和元年度の主な取組
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◎都市農山漁村交流拠点施設の利用人口は堅調に推移

◎地域住民が協働で行う農地の保全活動面積は，年々増加 農業・農村の有する多面的機能の維持・発揮を図る
ため，地域の農業者等の協働による農地等の維持・
保全活動を支援する。
【多面的機能支払事業】

地域協議会や旅行会社等の関係団体の連携，情報共
有を図るため，農山漁村交流プラットフォームを設
立するほか，農林漁業体験受入に取り組んでいるグ
リーン・ツーリズム実践団体等を対象に，宿泊体験
や交流促進のための情報発信等を支援する。
【むらまち交流拡大事業，みやぎ農山漁村交流促進
　事業】

農業生産活動の基盤である農業水利施設等の機能を
安定的に発揮させるため，効果的な予防保全対策や
長寿命化対策等のストックマネジメントを推進す
る。
【水利施設整備事業，土地改良施設機能診断事業】

農業水利施設を活用した発電施設の導入可能性調査
等を実施する。
【小水力等農村地域資源利活用促進事業】

環境と調和した持続的な農業生産を目指す農業者の
活動支援や認証農産物等の情報発信を積極的に行
い，環境保全型農業への県民理解の醸成を図る。
【環境にやさしい農業定着促進事業】

令和元年度の主な取組

中山間地域の資源を活用した収益力のある農業を展
開するため，リーダーの育成，地域の創意工夫にあ
ふれる取組を支援する。
【中山間地ルネッサンス推進事業】
援農ボランティア，都市農村交流，森林整備及び資
源活用ボランティアの受入など人材交流の促進を支
援する。
【農山村集落体制づくり支援事業】
拡大傾向にある野生鳥獣による農作物への被害を軽
減するため，被害防止に向けた普及啓発や人材育成
を図るとともに被害防止活動を支援する。
【鳥獣害防止対策事業】
防災，減災，国土強靱化のための緊急対策として，
早急に対策が必要な防災重点ため池の安全性確保の
取組を推進する。
【ため池等整備事業】

中山間地域の耕作放棄地の発生防止，水路・農道管
理など多面的機能の維持に向けた活動等を支援す
る。
【中山間地域等直接支払交付金事業】

Ⅲ 農業・農村の多面的な機能の発揮

Ⅳ 農村の活性化に向けた総合的な振興

山元町中山区農地保全会の農村環境保全活動

直売所での農産物販売（美里町）

みやぎグリーン・ツーリズムネット

ワーク大会（登米市）

外国人留学生を対象としたインバウ

ンドモニターツアー(加美町）

柿の収穫の援農ボランティア（丸森町）
ため池整備:貝抜沢ため池

（大崎市）
野生鳥獣の侵入防止柵の

設置指導（岩沼市）
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